
(57)【要約】

【目的】交流電気回路においてトランスの二次線輪の実

効インダクタンスとコンデンサＣの共振により特異な共

振効果があることと、ある条件下でコンデンサに流れる

電流位相が給電電圧に比し９０度以上になることにより

、これら現象を利用しこの共振効果とコンデンサ流入電

流の９０度を大きく移相することにより交流電気回路に

おいて負荷に電力を供給している時、回路の電圧対電流

の位相を進相させるように位相調整し、入力電力より負

荷電力が大きくなることを特徴とする電力増倍器。

【構成】交流の位相を調整するため電源トランス並びに

相互誘導コイル、コンデンサにより構成される。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
交 流 電 気 回 路 に お い て 電 圧 対 電 流 の 位 相 を 調 整 す る イ ン ダ ク タ ン ス （ Ｌ ） と コ ン デ ン サ ー
（ Ｃ ） を 配 置 し た 位 相 調 整 回 路 が あ り 当 該 位 相 調 整 回 路 の 二 次 回 路 に 負 荷 抵 抗 を 置 き 、 当
該 位 相 調 整 回 路 の 入 力 で あ る 一 次 回 路 の 力 率 を 当 該 位 相 調 整 回 路 に よ っ て ９ ０ 度 に 近 い 進
み 電 流 即 ち 、 複 素 電 流 を 流 す こ と に よ り 一 次 入 力 回 路 の 電 力 　 Ｐ ｉ ｎ 　 は 位 相 角 を φ １ と
し た と き
Ｐ ｉ ｎ 　 ＝ 　 電 圧 　 ｘ 　 電 流 　 ｘ 　 ｃ ｏ ｓ φ １ 　 で る か ら 電 流 が 電 圧 に 比 し て ９ ０ 度 近 い
進 み 電 流 で あ る が 故 に 　 ｃ ｏ ｓ ９ ０ ＝ ０ 　 で あ る か ら 一 次 入 力 回 路 の 電 力 　 Ｐ ｉ ｎ 　 は 少
量 の 電 力 と な る 。 一 方 二 次 出 力 回 路 の 電 力 　 Ｐ ｏ ｕ ｔ 　 は 二 次 回 路 の 位 相 角 を φ ２ と し た
と き
Ｐ ｏ ｕ ｔ 　 ＝ 　 電 圧 　 ｘ 　 電 流 　 ｘ 　 ｃ ｏ ｓ φ ２ 　 で あ る が 位 相 角 φ ２ が ０ 度 に 近 い の で
ｃ ｏ ｓ ０ ＝ １ で あ る か ら 大 き な 値 を 得 る こ と が で き る 。 一 次 入 力 回 路 電 力 　 Ｐ ｉ ｎ 　 と 二
次 出 力 回 路 電 力 　 Ｐ ｏ ｕ ｔ 　 の 関 係 は
Ｐ ｉ ｎ 　 ＜ 　 Ｐ ｏ ｕ ｔ 　 と な り 入 力 電 力 よ り 大 な る 出 力 電 力 を 得 る こ と を 特 徴 と す る 複 素
電 流 に よ る 電 力 増 倍 器 。
【 請 求 項 ２ 】
一 次 電 力 Ｐ １ に よ り 駆 動 さ れ た 本 発 明 の 複 素 電 流 電 力 増 倍 器 に よ り 発 生 し た 電 力 Ｐ ２ の 一
部 を 一 次 電 力 Ｐ １ に 還 元 し 余 剰 電 力 Ｐ ３ ＝ Ｐ ２ － Ｐ １ を 任 意 の 電 力 と し て 使 用 で き る よ う
に 構 成 し た 永 久 発 電 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
交 流 電 気 回 路 に お い て 負 荷 が あ り 、 こ の 負 荷 に 供 給 す る 電 流 位 相 を 何 ら か の 方 法 で ９ ０ 度
位 相 を ず ら せ る な ら 交 流 電 気 回 路 の 消 費 電 力 は
電 圧 　 ｘ 　 電 流 　 ｘ 　 ｃ ｏ ｓ ９ ０ ＝ ０ （ Ｗ ） 　 　 　 　 　 と な る 。
即 ち 電 力 が 零 で 負 荷 の 仕 事 を す る 。 言 い 換 え れ ば 何 ら か の 方 法 で 丁 度 ９ ０ 度 進 み ま た は 遅
れ 電 流 と す る な ら ば
効 率 ＝ 出 力 電 力 ／ 入 力 電 力
は 入 力 電 力 は ０ （ Ｗ ） で あ る か ら 無 限 大 と な る 。
従 来 は 「 エ ネ ル ギ ー 保 存 則 」 ま た は 「 も ら っ た エ ネ ル ギ ー よ り 多 く の 仕 事 は で き な い 」 と
さ れ て き た 。 そ し て 「 そ の よ う な 電 流 位 相 調 整 は 不 可 能 」 で あ っ た が 今 回 負 荷 電 力 が あ っ
て も 電 流 位 相 を 充 分 ９ ０ 度 近 く に 設 定 出 来 る 位 相 調 整 回 路 を あ み だ し 電 力 増 倍 器 を 発 明 し
た 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
本 発 明 は １ 次 電 流 に 複 素 電 流 （ 電 圧 と 電 流 の 位 相 差 が ９ ０ 度 又 は ９ ０ 度 近 辺 の 電 流 ） を 流
し ２ 次 側 に 電 力 が 発 生 す る 新 し い 電 気 現 象 。 こ の 時 、 出 力 電 力 を 消 費 し た 時 点 で 入 力 電 力
は 位 相 差 が ９ ０ 度 ま た は ９ ０ 度 近 辺 な の で 一 次 入 力 電 力 は 充 分 小 さ く な り 入 力 電 力 以 上 の
二 次 出 力 電 力 を 確 保 で き る 新 た な 電 力 増 倍 回 路 で あ る 。
【 従 来 の 技 術 】
本 発 明 に 該 当 す る 従 来 の 技 術 は な い 。
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
電 力 は 石 油 、 原 子 力 な ど を 燃 料 と し 得 ら れ る の が 主 で あ っ た 。 こ れ ら エ ネ ル ギ ー 資 源 の 枯
渇 は も は や 時 間 の 問 題 で あ り 地 球 環 境 に あ た え る 影 響 は 計 り 知 れ な い 。 そ こ で 燃 料 等 一 切
使 用 し な い 全 く 新 た な 原 理 に も と ず く 電 力 発 生 器 の 提 案 が 待 ち 望 ま れ て い た 。 本 発 明 に よ
り そ れ が 可 能 と な っ た 。 ま た 本 電 力 増 倍 器 の 出 力 の 一 部 電 力 を 入 力 に 還 元 し 永 久 発 電 機 と
す る こ と も 可 能 な こ と は 当 然 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 に お い て 発 生 す る 電 力 の 特 徴 は ▲ １ ▼ 　 ク リ ー ン な 電 力 、 ▲ ２ ▼ 　 宇 宙 空 間 ど こ で
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も 電 力 が 発 生 す る 、 ▲ ３ ▼ 　 原 理 的 に は 電 力 コ ス ト は 無 料 で あ る 、 ▲ ４ ▼ 　 電 力 の 埋 蔵 量
は 無 限 で あ る 、 　 ▲ ５ ▼ 　 技 術 的 に 非 常 に 簡 単 で あ る 、 　 ▲ ６ ▼ 　 特 別 に 危 険 な こ と は 無
い 、 な ど 理 想 的 な 電 力 エ ネ ル ギ ー を 提 供 す る も の で あ る 。 小 型 発 電 か ら 自 動 車 用 発 電 、 巨
大 発 電 ま で 可 能 性 が 高 い も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
一 般 の 電 力 使 用 は 電 圧 と 電 流 の 位 相 を 合 わ せ て 力 率 １ ． ０ （ 最 高 の 効 率 ） で 使 用 す る の が
鉄 則 で あ る こ と は 周 知 の 技 術 で あ る 。 従 っ て 強 電 で は 例 外 な く 力 率 を １ ． ０ に 少 し で も 近
ず け る 努 力 を し て 来 た 。
と こ ろ が 本 発 明 は 力 率 ０ 付 近 （ 有 効 電 力 が ０ ） で 電 力 が 増 倍 発 生 す る 現 象 に よ る 電 力 で あ
る 。 こ れ は １ 次 の 電 圧 と 電 流 の 位 相 差 が ９ ０ 度 付 近 の 電 流 を 使 用 す る も の で 電 気 数 学 上 は
複 素 数 と か 虚 数 で 表 現 し な け れ ば 表 現 出 来 な い 電 流 を 流 し 、 当 該 電 力 よ り 大 き い 量 の 負 荷
電 力 を 得 る こ と を 特 徴 と す る 「 複 素 電 流 に よ る 電 力 増 倍 器 」 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 実 施 例 】
本 発 明 の 原 理 を 図 を も っ て 説 明 す る 。
図 １ は 本 発 明 の 原 理 図 で あ る 。 Ｆ な る 周 波 数 を も つ 交 流 電 源 １ か ら Ｅ ０ な る 電 圧 に よ り ト
ラ ン ス ２ の 線 輪 Ｌ ｐ を 励 磁 し ２ 次 線 輪 Ｌ ｓ に Ｅ １ な る 電 圧 を 誘 起 す る 。 こ の 場 合 、 ト ラ ン
ス ２ の Ｌ ｐ に は 十 分 電 流 が 流 れ て い る の で 線 輪 Ｌ ｓ は 一 般 に 小 量 の 実 行 イ ン ダ ク タ ン ス と
な る 。 交 流 電 圧 Ｅ １ は コ イ ル ４ の Ｌ １ 、 Ｃ を 通 っ て Ｌ ｓ に も ど る 。 コ イ ル ４ の 線 輪 Ｌ １ は
同 じ く 線 輪 Ｌ ２ に 比 し て 小 さ な イ ン ダ ク タ ン ス 量 を 有 す る も の で あ り 、 こ の 時 Ｆ な る 周 波
数 に Ｌ ｓ 、 Ｌ １ ， Ｃ が 直 列 共 振 さ れ Ｅ ２ は 回 路 の Ｑ に 従 っ た 電 圧 に 上 昇 す る 。 当 然 な が ら
電 流 ｉ １ 、 ｉ ２ 、 ｉ Ｃ も 共 振 に よ り 上 昇 す る 。 こ の と き Ａ 点 ３ の 電 圧 対 電 流 の 位 相 は ９ ０
ど 進 み 電 流 と な る 。 従 っ て Ａ 点 ３ を 通 過 す る 電 力 は ｃ ｏ ｓ ９ ０ ＝ ０ で あ る か ら ０ （ Ｗ ） で
あ る 。 さ ら に Ｌ １ 、 Ｌ ２ 、 Ｃ が ト ラ ン ス ２ の 二 次 回 路 に 並 列 接 続 さ れ て お り 電 源 周 波 数 Ｆ
に 並 列 共 振 す べ く 線 輪 の イ ン ダ ク タ ン ス が 選 ば れ る 。 共 振 時 に は Ｌ ２ に 流 れ る 電 流 ｉ Ｌ と
コ ン デ ン サ ー ７ に 流 れ る 電 流 ｉ Ｃ は 同 量 で 位 相 が お 互 い 逆 関 係 に な る 。 こ の 共 振 に よ り Ａ
点 電 流 ｉ １ は 減 少 す る 。 こ の 状 態 で ス イ ッ チ ９ を 閉 じ た な ら 負 荷 抵 抗 に 電 流 ｉ Ｒ が 流 れ る
。 Ｌ １ は Ｌ ２ と 磁 界 が 反 対 方 向 に 発 生 す る の Ｌ １ の 電 流 が 増 加 す る こ と に よ り Ｌ ２ の イ ン
ダ ク タ ン ス を 相 殺 し イ ン ダ ク タ ン ス 量 が 減 少 す る 。 そ の こ と に よ り ｉ Ｌ は 増 加 す る 。 こ の
増 加 量 を 選 択 す る こ と に よ り 負 荷 電 流 が 変 化 し て も 並 列 同 調 が 維 持 さ れ る よ う に す る 訳 で
あ る 。 負 荷 電 流 に よ る ト ラ ッ キ ン グ は Ｌ １ と Ｌ ２ の 比 率 で 決 定 さ れ る 。 こ の 場 合 、 Ａ 点 ３
を 通 過 す る 電 流 位 相 は ス イ ッ チ Ｓ １ 　 ９ 　 を 開 き 負 荷 抵 抗 １ ０ に 電 流 を 流 さ な い 状 態 で は
９ ０ 度 進 み 電 流 に な る の で 有 効 電 力 は 零 で あ る 。 ま た Ｓ １ を 閉 じ て 負 荷 抵 抗 に 電 流 ｉ Ｒ を
流 し た 場 合 で も Ａ 点 ３ の 電 流 位 相 は ９ ０ 度 か ら 低 下 し ８ ０ 度 な い し ８ ５ 度 程 度 に な る 。 こ
の 変 化 の 度 合 い は 負 荷 １ ０ の Ｒ の 値 に 従 う も Ｅ ２ 　 ｘ 　 ｉ Ｒ 　 ＞ Ｅ １ 　 ｘ 　 ｉ １ 　 ｘ 　 ｃ
ｏ ｓ φ １ の 関 係 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
Ａ 点 ３ 並 び に Ｂ 点 ８ の 各 々 通 過 電 力 は 次 の よ う に な る 。
Ａ 点 ３ の 通 過 電 力 を 　 Ｐ ｉ ｎ 　 と し 電 流 位 相 角 を φ １ と す れ ば
Ｐ ｉ ｎ ＝ Ｅ １ 　 ｘ 　 ｉ １ 　 ｘ 　 Ｃ Ｏ Ｓ φ １ 　 　 　 　 と な る 。
Ｂ 点 ８ の 通 過 電 力 を 　 Ｐ ｏ ｕ ｔ 　 と し 電 流 位 相 角 を φ ２ と す れ ば
Ｐ ｏ ｕ ｔ ＝ Ｅ ２ 　 ｘ 　 ｉ ２ 　 ｘ 　 Ｃ Ｏ Ｓ φ ２ 　 　 　 　 と な る 。
理 解 を 容 易 に す る た め に １ 例 の 実 数 を 挙 げ て 説 明 す る 。
Ａ 点 の 各 値 は 　 Ｅ １ ＝ １ ０ ボ ル ト 、 ｉ １ ＝ ５ ア ン ペ ア 、 位 相 角 φ １ ＝ ８ ２ 度 、 力 率 ＝ ０ ．
１ ３ ９
こ の と き の Ａ 点 に お け る 電 力 Ｐ ｉ ｎ は
Ｐ ｉ ｎ ＝ １ ０ 　 ｘ 　 ５ 　 ｘ 　 ｃ ｏ ｓ ８ ２ ＝ ６ ． ９ ５ ８ （ Ｗ ） 　 　 　 と な る 。
一 方 Ｂ 点 の 各 値 は 　 Ｅ ２ ＝ ８ ボ ル ト 、 　 ｉ ２ ＝ ３ ア ン ペ ア 、 　 位 相 角 φ ２ ＝ ０ 度 、 　 力 率
＝ １ 　 で あ る 。 　 こ の と き の Ｂ 点 に お け る 電 力 Ｐ ｏ ｕ ｔ は
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Ｐ ｏ ｕ ｔ ＝ ８ 　 Ｘ 　 ３ 　 ｘ 　 ｃ ｏ ｓ ０ ＝ ２ ４ （ Ｗ ） 　 　 　 　 　 　 と な る 。
入 力 が 出 力 に 与 え る 割 合 で あ る 効 率 η は
効 率 η ＝ ２ ４ ／ ６ ． ９ ５ ８ ＝ ３ ． ４ ５ 倍 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 と な る 。
つ ま り ６ ． ９ ５ ８ Ｗ の 電 力 消 費 で ３ ． ４ ５ 倍 の ２ ４ Ｗ 電 力 を 生 成 す る 理 屈 で あ る 。
こ の 実 施 例 で は 図 １ の 通 り 位 相 調 整 器 は コ イ ル ４ （ Ｌ １ と Ｌ ２ ） と コ ン デ ン サ ー ７ 並 び に
ト ラ ン ス ２ で 構 成 さ れ て い る が 種 々 の 回 路 が 採 用 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
図 ２ に つ い て 永 久 発 電 機 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ と 相 違 す る と こ ろ は コ イ ル ４ が 若 干 相 違
す る だ け で あ る 。 Ｌ １ が 可 変 イ ン ダ ク タ ン ス に な さ れ 共 振 が 容 易 に 改 善 し た だ け で あ る 。
理 論 的 に は 相 違 な い が 効 率 η が 改 善 す る た め 図 ２ で 説 明 す る 。 複 素 電 流 に よ る 電 力 増 倍 作
用 は す で に 述 べ た 通 り で あ る 。
図 ２ の Ｐ １ は 入 力 電 力 で あ る 。 複 素 電 流 に よ る 電 力 増 倍 作 器 に よ り 発 生 し た 電 力 Ｐ ２ の 一
部 で あ る 電 力 か ら Ｐ １ に 相 当 す る 電 力 Ｐ ３ を 入 力 に 還 元 し 永 久 循 環 さ せ る 。 バ ッ テ リ ー １
１ は 装 置 の 初 期 ス タ ー ト な ら び に 電 圧 変 動 等 を 抑 え る 。 し か る 後 、 負 荷 電 力 Ｐ ４ を 任 意 に
使 用 で き る 。 Ｐ ４ の 量 は 次 に よ る 。
Ｐ ４ ＝ Ｐ ２ － Ｐ ３ 　 　 　 と な る 。
前 記 各 値 の 例 で 説 明 す れ ば 　 Ｐ １ ＝ ６ ． ９ ５ ８ （ Ｗ ） 　 Ｐ ２ ＝ ２ ４ （ Ｗ ） 、 Ｐ ３ ＝ ６ ． ９
５ ８ 、 そ し て 外 部 で 任 意 に 使 用 で き る 電 力 Ｐ ４ は 　 Ｐ ４ ＝ ２ ４ － ６ ． ９ ５ ８ ＝ １ ７ ． ０ ４
２ （ Ｗ ） 　 で あ る 。 か か る 構 成 に よ り １ ７ （ Ｗ ） の 電 力 は 永 久 に 発 電 し 続 け る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
従 来 「 も ら っ た エ ネ ル ギ ー よ り も 多 く の 仕 事 は 出 来 な い 」 と 云 う 極 め て 単 純 な 言 葉 か ら 「
永 久 機 関 は 存 在 し な い 」 と さ れ て 来 た 。 し か し こ れ は 熱 力 学 第 二 法 則 内 で 論 ず る べ き も の
で 本 発 明 に は 通 用 し な い 。 勿 論 「 エ ネ ル ギ ー 保 存 則 」 も 一 部 見 直 し が 提 案 さ れ な け れ ば な
ら な い 。
本 発 明 の 効 果 利 用 に つ い て 述 べ る 。
【 ０ ０ ０ １ ０ 】
実 施 例 で 述 べ た よ う に 本 発 明 は 入 力 電 力 の １ 倍 以 上 の 出 力 電 力 を 得 る 。 実 際 に は ３ 倍 な い
し ５ 倍 程 度 で あ る 。 勿 論 位 相 調 整 器 の 改 善 に よ り 効 率 倍 数 は 上 昇 す る も の と 思 わ れ る 。 仮
に 負 荷 が あ り な が ら 丁 度 ９ ０ 度 に 位 相 調 整 が な さ れ た な ら 効 率 は 無 限 大 に な る こ と は 前 述
の 通 り で あ る 。
た と え ば 効 率 ５ 倍 に 成 っ た と す れ ば １ に 相 当 す る 電 力 を 入 力 電 力 に フ ィ ー ド バ ッ ク し ４ に
相 当 す る 電 気 量 は 外 部 に て 任 意 に 使 用 で き る こ と は 理 の 当 然 で あ る 。
し か し て 複 素 電 流 に よ る 電 力 増 倍 器 は 家 庭 用 発 電 機 、 自 動 車 用 発 電 機 、 大 型 発 電 機 な ど 、
ま た 極 小 発 電 機 等 あ ら ゆ る 発 電 機 を 構 成 で き る 。
無 公 害 、 無 振 動 、 無 雑 音 で あ る こ と は 当 然 で す が 、 な に よ り も 特 記 す べ き は 燃 料 等 の エ ネ
ル ギ ー 補 給 が 必 要 な い こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ １ １ 】
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 複 素 電 流 に よ る 電 力 増 倍 器 の 原 理 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 複 素 電 流 電 力 増 倍 器 を 永 久 発 電 に 構 成 し た 実 施 例 。
１ 　 　 交 流 電 源
２ 　 　 ト ラ ン ス Ｔ １
３ 　 　 複 素 電 流 増 倍 器 の 入 力 点
４ 　 　 誘 導 コ イ ル
５ 　 　 コ イ ル ４ の Ｌ ２ を 流 れ る 電 流 ｉ Ｌ の 測 定 点
６ 　 　 Ｌ １ 、 Ｃ お よ び 負 荷 に な が れ る 電 流 ｉ ２ の 測 定 点
７ 　 　 コ ン デ ン サ ー
８ 　 　 負 荷 Ｒ に 流 れ る 電 流 ｉ Ｒ の 測 定 点 で あ る 。
９ 　 　 ス イ ッ チ

10

20

30

40

50

(4) JP 2004-56987 A 2004.2.19



１ ０ 　 　 負 荷 抵 抗
１ １ 　 　 バ ッ テ リ ー
１ ２ 　 　 整 流 器 で あ る 。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 9月 17日 (2003.9.17)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】 交 流 電 気 回 路 に お い て 電 源 ト ラ ン ス が あ り 当 該 ト ラ ン ス の 二 次 線 輪 イ ン ダ ク
タ ン ス （ 漏 洩 イ ン ダ ク タ ン ス を 含 む 実 効 イ ン ダ ク タ ン ス ） と 電 源 周 波 数 に 直 列 共 振 関 係 に
あ る コ ン デ ン サ （ Ｃ ） を 配 置 し た 共 振 回 路 が あ り 、 当 該 共 振 回 路 の た め 前 記 ト ラ ン ス の 出
力 電 流 が 進 み 電 流 に な る こ と を 利 用 し 、 ま た 当 該 コ ン デ ン サ と 並 列 共 振 関 係 に あ る 相 互 誘
導 コ イ ル （ Ｌ ） を 置 き 当 該 共 振 回 路 に 負 荷 抵 抗 を 接 続 し 、 当 該 相 互 誘 導 コ イ ル （ Ｌ ） に 流
れ る 電 流 が 負 荷 抵 抗 に 流 れ る 電 流 位 相 と 逆 位 相 関 係 に な る よ う に な さ れ た 電 流 位 相 に す る
こ と に よ り 、 並 び に 共 振 効 果 に よ り 共 振 回 路 の 入 力 電 力 　 Ｐ ｉ ｎ 　 よ り 大 な る 出 力 電 力 　
Ｐ ｏ ｕ ｔ 　 を 得 る こ と を 特 徴 と す る 電 力 増 倍 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 産 業 上 の 利 用 分 野 】
各 種 出 力 の 交 流 発 電 機 、 電 気 自 動 車 用 電 源 等 あ ら ゆ る 電 源 に 利 用 さ れ る 。
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
交 流 電 気 回 路 に お い て ト ラ ン ス の 二 次 線 輪 の 実 効 イ ン ダ ク タ ン ス （ 殆 ど が 漏 洩 イ ン ダ ク タ
ン ス ） と コ ン デ ン サ Ｃ の 共 振 に よ り 特 異 な 共 振 効 果 が あ る こ と と 、 あ る 条 件 下 で コ ン デ ン
サ に 流 れ る 電 流 位 相 が 給 電 電 圧 に 比 し ９ ０ 度 以 上 に な る こ と の 発 見 で あ る 。 こ の 共 振 効 果
と コ ン デ ン サ 流 入 電 流 の ９ ０ 度 を 大 き く 移 相 す る こ と が 本 発 明 の 基 礎 原 理 と な る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
こ の 原 理 を も う 少 し 詳 し く 説 明 す る な ら ば 、 仮 に 交 流 電 気 回 路 に お い て 負 荷 が あ り 、 こ の
負 荷 に 供 給 す る 電 流 位 相 を ９ ０ 度 位 相 を 負 荷 の 前 段 で ず ら せ る な ら 交 流 電 気 回 路 の 消 費 電
力 Ｐ は
Ｐ ＝ 　 電 圧 　 × 　 電 流 　 × ｃ ｏ ｓ ９ ０ ＝ ０ 　 　 　 　 　 と な る か ら 負 荷 に 供 給 す る 電 力 が あ
る に も か か わ ら ず 交 流 回 路 全 体 の 消 費 電 力 は 零 で あ る 。 当 然 な が ら 負 荷 が な い 場 合 、 即 ち
無 負 荷 状 態 で は 電 流 位 相 が ９ ０ 度 を 大 き く 超 過 す る 。 こ れ ら の 技 術 を 駆 使 し て 電 力 増 倍 器
を 構 成 さ せ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 は 「 エ ネ ル ギ ー 保 存 則 」 ま た は 「 も ら っ た エ ネ ル ギ ー よ り 多 く の 仕 事 は で き な い 」 と
さ れ て き た 。 従 っ て 「 そ の よ う な 電 流 位 相 調 整 は 不 可 能 」 で あ っ た が 入 力 電 力 よ り 大 な る
出 力 電 力 を 得 る こ と が 出 来 る 共 振 現 象 を 利 用 し た 位 相 調 整 回 路 を あ み だ し 電 力 増 倍 器 を 構
成 し た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 従 来 の 技 術 】
本 発 明 に 該 当 す る 従 来 の 技 術 は な い 。
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
電 力 は 水 力 、 石 油 、 原 子 力 な ど を 燃 料 と し 得 ら れ る の が 主 で あ っ た 。 こ れ ら エ ネ ル ギ ー 資
源 の 枯 渇 は も は や 時 間 の 問 題 で あ り 地 球 環 境 に あ た え る 影 響 は 計 り 知 れ な い 。 そ こ で 燃 料
等 一 切 使 用 し な い 全 く 新 た な 原 理 に も と ず く 電 力 発 生 器 の 提 案 が 待 ち 望 ま れ て い た 。 太 陽
電 池 、 風 力 発 電 な ど は そ れ が 目 的 の た め 発 展 し つ つ あ る が ま だ ま だ 使 用 量 が 微 少 で あ る 。
本 発 明 は こ れ ら を 大 き く 解 決 で き る 要 素 を も つ 提 案 で あ る 。 ま た 本 電 力 増 倍 器 の 出 力 の 一
部 電 力 を 入 力 に 還 元 し 発 電 機 と す る こ と も 可 能 な こ と は 理 の 当 然 で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 に お い て 発 生 す る 電 力 の 特 徴 は ク リ ー ン な 電 力 で あ り 、 原 理 的 に は 電 力 コ ス ト は 無
料 で あ る 。 ま た 電 力 の 埋 蔵 量 は 無 限 で あ る か ら 理 想 的 な 電 力 エ ネ ル ギ ー と 云 う こ と が で き
る 。 こ の よ う に 理 想 的 電 力 エ ネ ル ギ ー を 提 供 す る も の で あ る 。 小 型 発 電 か ら 自 動 車 用 発 電
な ど 可 能 性 が 高 い も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
一 般 の 電 力 使 用 は 電 圧 と 電 流 の 位 相 を 合 わ せ て 力 率 １ ． ０ （ 最 高 の 効 率 ） で 使 用 す る の が
鉄 則 で あ る こ と は 周 知 の 技 術 で あ る 。 従 っ て 強 電 で は 例 外 な く 力 率 を １ ． ０ に 少 し で も 近
ず け る 努 力 を し て 来 た 。 と こ ろ が 本 発 明 は 力 率 ０ 付 近 （ 有 効 電 力 が ０ ） で 電 力 が 増 倍 発 生
す る 現 象 に よ る 電 力 で あ る 。 こ れ は １ 次 の 電 圧 と 電 流 の 位 相 差 が ９ ０ 度 付 近 の 電 流 を 使 用
す る も の で 電 気 数 学 上 は 複 素 数 と か 虚 数 で 表 現 し な け れ ば 表 現 出 来 な い 電 流 を 流 し 、 当 該
電 力 よ り 大 き い 量 の 負 荷 電 力 を 得 る こ と を 特 徴 と す る
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 実 施 例 】
図 １ は 本 発 明 の 一 例 を 示 す 原 理 図 で あ る 。 図 １ に つ い て 説 明 す る 。
Ｆ な る 周 波 数 を も つ 交 流 電 源 １ か ら Ｅ ０ な る 電 圧 に よ り ト ラ ン ス Ｔ 　 ２ の 線 輪 Ｌ ｐ を 励 磁
し ２ 次 線 輪 Ｌ ｓ に Ｅ １ な る 電 圧 を 誘 起 し 相 互 誘 導 コ イ ル ４ の Ｌ １ を 通 り コ ン デ ン サ Ｃ 　 ５
に 接 続 さ れ る 。 こ の 時 基 本 的 に は ト ラ ン ス Ｔ 　 ２ の 二 次 線 輪 実 効 イ ン ダ ク タ ン ス と 相 互 誘
導 コ イ ル ４ の Ｌ １ と の 合 成 イ ン ダ ク タ ン ス と コ ン デ ン サ Ｃ 　 ５ は 直 列 共 振 関 係 に あ る 。 ト
ラ ン ス Ｔ 　 ２ の 二 次 線 輪 Ｌ ｓ イ ン ダ ク タ ン ス は 一 般 に は ト ラ ン ス Ｔ 　 ２ の 一 次 、 二 次 線 輪
が オ ー プ ン 時 に 比 し て 非 常 に 少 量 の イ ン ダ ク タ ン ス 値 と な る 。 こ の 実 効 イ ン ダ ク タ ン ス は
線 輪 に 流 れ る 電 流 と 漏 洩 磁 界 に よ る 漏 洩 イ ン ダ ク タ ン ス に よ り 支 配 さ れ る 。 交 流 電 圧 Ｅ １
は 相 互 誘 導 コ イ ル ４ の Ｌ １ 、 Ｃ を 通 っ て ト ラ ン ス Ｔ 　 ２ の 二 次 線 輪 Ｌ ｓ に も ど る 。 ま た 相
互 誘 導 コ イ ル ４ の Ｌ ２ か ら 負 荷 抵 抗 Ｒ 　 ８ が 接 続 さ れ 、 同 時 に 相 互 誘 導 コ イ ル ４ の Ｌ ３ よ
り ト ラ ン ス Ｔ 　 ２ の 線 輪 Ｌ ｓ に も ど る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
相 互 誘 導 コ イ ル の Ｌ １ ， Ｌ ２ 、 並 び に Ｌ ３ は 本 発 明 の 効 率 を 左 右 す る 極 め て 重 要 な 動 作 を
行 う も の で Ｌ １ は 前 述 の 如 く ト ラ ン ス Ｔ 　 ２ の 二 次 線 輪 イ ン ダ ク タ ン ス と コ ン デ ン サ Ｃ 　
５ と の 直 列 共 振 に お い て 共 振 周 波 数 を 低 減 さ せ 実 用 性 の あ る 電 源 周 波 数 と し 、 さ ら に 図 １
Ａ 点 ３ を 流 れ る 電 流 の 位 相 を な る べ く ９ ０ 度 進 相 に 保 つ よ う に 動 作 す る 。 Ｌ ２ ， Ｌ ３ は コ
ン デ ン サ Ｃ 　 ５ と 並 列 共 振 さ せ Ａ 点 の 電 流 軽 減 に つ な が る 。 こ れ は 負 荷 抵 抗 Ｒ 　 ８ が 入 る
た め Ｌ ３ に 流 れ る 電 流 ｉ Ｌ が 電 源 電 圧 と 逆 相 に す る こ と が 可 能 で あ る 。 こ の こ と は 負 荷 抵
抗 に 流 れ る 電 流 ｉ ２ は 一 般 に 電 源 電 圧 と 同 相 関 係 で あ る か ら ｉ Ｌ は そ の 逆 位 相 に な る こ と
に な り 丁 度 負 荷 電 流 ｉ ２ を 打 ち 消 す よ う に 動 作 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
か か る 回 路 構 成 に よ る 図 １ の Ａ 点 ３ を 通 過 す る 電 力 　 Ｐ ｉ ｎ 　 は Ｅ １ 　 × ｉ １ × ｃ ｏ ｓ φ
１ 　 で あ る 。 ま た 図 １ Ｂ 点 ６ を 通 過 す る 電 力 即 ち 負 荷 抵 抗 で 消 費 す る 電 力 Ｐ ｏ ｕ ｔ は Ｅ ２
　 × 　 ｉ ２ 　 × ｃ ｏ ｓ φ ２ で あ る 。
た だ し 　 Ｅ １ は ト ラ ン ス Ｔ 　 ２ の 出 力 電 圧 で あ り 、 ｉ １ は 同 電 流 で あ る 。
φ １ は 電 圧 Ｅ １ と 電 流 ｉ １ と の 位 相 角 で あ る 。
ま た Ｅ ２ 並 び に ｉ ２ は 負 荷 抵 抗 Ｒ 　 ８ に 供 給 さ れ る 電 圧 、 電 流 で あ り φ ２ は 　 電 圧 Ｅ １ と
電 流 ｉ １ と の 位 相 角 で あ る 。
こ の 時 Ｆ な る 周 波 数 に ト ラ ン ス Ｔ 　 ２ の 二 次 線 輪 Ｌ ｓ と 相 互 誘 導 コ イ ル ４ の Ｌ １ ， コ ン デ
ン サ Ｃ が 直 列 共 振 さ れ Ｅ ２ は 回 路 の Ｑ に 従 っ た 電 圧 に 上 昇 す る 。 当 然 な が ら 電 流 ｉ １ も 上
昇 し 最 大 値 に 達 す る 。 さ ら に Ｌ ２ 、 Ｌ ３ が コ ン デ ン サ Ｃ ５ と 並 列 共 振 す べ く 線 輪 の イ ン ダ
ク タ ン ス を 選 ば な け れ ば な ら な い 。 こ の と き の 図 １ Ａ 点 を 流 れ る 電 流 ｉ １ の 位 相 は 進 相 電
流 で あ る が 並 列 共 振 に よ り 電 流 ｉ １ は 減 少 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
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こ の 状 態 で ス イ ッ チ ７ を 閉 じ た な ら 負 荷 抵 抗 に 電 流 が 流 れ 、 Ｌ ２ の 電 流 が 増 加 す る 。 Ｌ １
、 Ｌ ３ は Ｌ ２ と 相 互 誘 導 関 係 に あ る か ら 各 々 Ｌ １ 、 Ｌ ２ ， Ｌ ３ の イ ン ダ ク タ ン ス 量 が 減 少
す る 。 そ の こ と に よ り 電 流 ｉ Ｌ は 増 加 し 位 相 も 変 化 し 電 源 電 圧 の 位 相 の 逆 相 を 得 る こ と が
で き る 。 こ の こ と は 負 荷 電 流 ｉ ２ の 逆 相 の Ｌ ３ 電 流 ｉ Ｌ と な る た め 電 流 ｉ １ を 軽 減 す る 方
向 に 導 く 。 こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ り 共 振 回 路 の 入 力 電 力 　 Ｐ ｉ ｎ 　 よ り 大 な る 出 力
電 力 　 Ｐ ｏ ｕ ｔ 　 を 得 る こ と が 可 能 と な っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 １ の Ａ 点 ３ 並 び に Ｂ 点 ６ の 各 々 通 過 電 力 は 次 の よ う に な る 。
図 １ Ａ 点 ３ の 通 過 電 力 を 　 Ｐ ｉ ｎ 　 と し 電 流 位 相 角 を φ １ と す れ ば
Ｐ ｉ ｎ ＝ Ｅ １ 　 × 　 ｉ １ 　 × 　 ｃ ｏ ｓ φ １ 　 　 　 　 と な る 。
図 １ Ｂ 点 ６ の 通 過 電 力 を Ｐ ｏ ｕ ｔ と し 電 流 位 相 角 を φ ２ と す れ ば
Ｐ ｏ ｕ ｔ ＝ Ｅ ２ 　 × 　 ｉ ２ 　 × 　 ｃ ｏ ｓ φ ２ 　 　 　 　 と な る 。
Ｐ ｉ ｎ 　 と 　 Ｐ ｏ ｕ ｔ 　 と の 関 係 は
Ｐ ｉ ｎ ＜ Ｐ ｏ ｕ ｔ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の 関 係 が 維 持 さ れ る 。
よ っ て 入 力 電 力 よ り 大 な る 出 力 電 力 が 得 ら れ る 特 徴 が あ る 。 一 般 に イ ン ダ ク タ は 内 部 抵 抗
が 存 在 す る が こ の 内 部 抵 抗 が 効 率 を 著 し く 阻 害 す る 。 内 部 抵 抗 は 零 で 有 る の が 望 ま し く こ
れ が 為 に 効 率 改 善 の た め 低 温 環 境 ま た は 超 伝 導 環 境 に お く こ と を 良 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 を 発 電 機 に 構 成 し た 場 合 つ い て 図 ２ で 説 明 す る 。 電 力 増 倍 作 用 は す で に 述 べ た 通 り
で あ る 。
図 ２ の Ｐ １ は ト ラ ン ス Ｔ ２ 入 力 電 力 で あ る 。 Ｐ ２ は 電 力 増 倍 器 に よ り 増 倍 さ れ た 電 力 で 図
２ Ｂ 点 ６ を 通 過 す る 電 力 で あ る 。 電 力 増 倍 作 用 に よ り 発 生 し た 電 力 Ｐ ２ の 一 部 で あ る Ｐ １
に 相 当 す る 電 力 Ｐ ３ を 入 力 に 還 元 し 循 環 さ せ る 。 バ ッ テ リ ー １ ０ は 装 置 の 初 期 ス タ ー ト な
ら び に 電 圧 変 動 等 を 抑 え る 効 果 が あ る 。 し か る 後 、 負 荷 電 力 Ｐ ４ を 任 意 に 使 用 で き る 。 Ｐ
４ の 量 は 次 に よ る 。
Ｐ ４ ＝ Ｐ ２ － Ｐ ３ 　 　 　 と な る 。
Ｐ ２ ＞ Ｐ １
Ｐ ２ ＝ Ｐ ３ ＋ Ｐ ４ 　 　 で あ る か ら 電 力 を 外 部 に 供 給 し 続 け る こ と が 理 解 さ れ よ う 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
従 来 「 も ら っ た エ ネ ル ギ ー よ り も 多 く の 仕 事 は 出 来 な い 」 と 云 う 極 め て 単 純 な 言 葉 か ら こ
の 種 の 発 明 は 無 か っ た 。 コ ン デ ン サ に 流 れ る 電 流 が ９ ０ 度 を 超 過 す る と 云 う 小 さ な 出 来 事
が 電 力 増 倍 に 発 展 し た 提 案 で あ り 種 々 の 利 用 が あ る 。 本 発 明 の 効 果 利 用 に つ い て 述 べ る 。
【 ０ ０ ０ １ ５ 】
実 施 例 で 述 べ た よ う に 本 発 明 は 入 力 電 力 よ り 大 な る 出 力 電 力 を 得 る 。 そ の 量 は 入 力 電 力 の
２ 倍 な い し 数 倍 程 度 に な る 。 勿 論 位 相 調 整 器 の 改 善 な ら び に イ ン ダ ク タ を 超 伝 導 状 態 に す
る こ と に よ り 効 率 倍 数 は 上 昇 す る も の で あ る 。 仮 に 負 荷 が あ り な が ら 丁 度 ９ ０ 度 に 位 相 調
整 が な さ れ た な ら 効 率 は 無 限 大 に な る こ と は 前 述 の 通 り で あ る 。
た と え ば 効 率 ５ 倍 に 成 っ た と す れ ば １ に 相 当 す る 電 力 を 入 力 電 力 に フ ィ ー ド バ ッ ク し ４ に
相 当 す る 電 気 量 は 外 部 に て 任 意 に 使 用 で き る こ と は 理 の 当 然 で あ る 。
し か し て 電 力 増 倍 器 は 家 庭 用 発 電 機 、 自 動 車 用 発 電 機 、 大 型 発 電 機 な ど 、 ま た 極 小 発 電 機
等 あ ら ゆ る 発 電 機 を 構 成 で き る 。
無 公 害 、 無 振 動 、 無 雑 音 で あ る こ と は 当 然 で す が 、 な に よ り も 特 記 す べ き は 燃 料 等 の エ ネ
ル ギ ー 補 給 が 必 要 な い こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ １ ６ 】
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 電 力 増 倍 器 原 理 図 で あ る 。
１ は 交 流 電 源
２ は ト ラ ン ス Ｔ
３ は 電 流 増 倍 器 の 入 力 電 力 が 通 過 す る と こ ろ の Ａ 点
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４ は 相 互 誘 導 コ イ ル 。 Ｌ １ 、 Ｌ ２ ， Ｌ ３ か ら 構 成 さ れ る
５ は コ ン デ ン サ Ｃ で あ る
６ は 負 荷 に 流 れ る 電 流 ｉ ２ 、 ま た は 負 荷 電 力 が 通 過 す る と こ ろ の Ｂ 点
７ は ス イ ッ チ Ｓ １
８ は 負 荷 抵 抗 Ｒ
【 図 ２ 】 本 発 明 の 電 力 増 倍 器 を 発 電 に 構 成 し た 実 施 例 。
１ は バ ッ テ リ ー １ ０ の 直 流 電 力 を 交 流 電 源 に 変 換 す る
２ は ト ラ ン ス Ｔ
３ は 電 流 増 倍 器 の 入 力 電 力 が 通 過 す る と こ ろ の Ａ 点
４ は 相 互 誘 導 コ イ ル 。 Ｌ １ 、 Ｌ ２ ， Ｌ ３ か ら 構 成 さ れ る
５ は コ ン デ ン サ Ｃ で あ る
６ は 負 荷 に 流 れ る 電 流 ｉ ２ 、 ま た は 負 荷 電 力 が 通 過 す る と こ ろ の Ｂ 点
７ は ス イ ッ チ Ｓ １
８ は 負 荷 抵 抗 Ｒ
９ は 整 流 器 で あ る
１ ０ は バ ッ テ リ ー
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 図
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】

【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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